
情報メディアと現代社会
～「現実世界」と「メディア世界」～

井上 宏著

関西大学出版部



゜
|
7
 
，
 

3
 

|
 

11154 
3
 

ー

78
 
8
 

"＂"4 7 
1
1
9
 

5
 
7
 ，
 

3
 
-

E

 

4

0

 

5

0

 

3

1

 

7

4

 

8

¥

 

一4
6

 

N

3

 

B

o

 

s

3

 

I

C

 

定価（本体4,100円十税） I Ill I Ill I 111111111111111 

1923036041009 



情報メディアと現代社会

～「現実世界」と「メディア世界」～

井上 宏著

関西大学出版部



【本書は関西大学研究成果出版補助金規程による刊行］



はじめに

私のメディア研究は、テレビから始まった。 1960年（昭和35)にテレビ局

に入社し、テレビの現場に身をおくことになって、テレビヘの特別な関心が

芽生えたのであった。

わが国のテレビ放送が1953年（昭和28)に始まって、 2003年（平成15)は50

周年に当たる。半世紀が経過したわけである。私が入社した読売テレビ放送

は、 1958年（昭和33) 8月に開局しており、私はそれから 1年 7ヵ月経って

入社したのである。「テレビの創世記」と言われる時期であった。テレビは、

まさに新しいメディアで、今日の言葉で言えば、ニューメディアそのもので

あった。遠くの画像が、あの小さなブラウン管にどうして映るのか、テレビ

自体が不思議な存在であった。それまでの身近なメディアと言えば、新聞・

雑誌、ラジオ、映画、書籍の類いであったが、テレビはラジオの延長でもな

し、映画の延長でもなく、視聴覚に訴える電波メディアとして、特別の関心

を集めていた。

「テレビとはどんなメディアなのか」「テレビで何ができるのか」「テレビ

的番組とは何なのか」「テレビはどんな影響を与えるのか」など、テレビに

投げかけられる問いは多かった。それらの問いは、大学の研究者ばかりでな

く、現場で仕事をする者にとっても切実な課題であった。私自身も、日常の

仕事のなかで、そうした問題について仲間と議論し合い、思索もして論文を

書いたりしていた。幸い私の勤務する読売テレビは、『YTVレポート』とい

うテレビ研究誌を発行していて、それに投稿する機会があり、それのみなら

ず朝日放送が出版する『放送朝日』や日本民間放送連盟の『月刊民放』とい

う研究誌からも寄稿の機会が与えられた。

時には、大学の先生方と共同研究する機会もあった。『YTVレポート』で

「テレビ番組研究」というシリーズ企画があって、番組を見てコメントをし

合い、その議論をまとめていくという方法で連載を続けたこともあった。

1973年（昭和48)に関西大学社会学部に転職することになったが、 13年間

をテレビ局という送り手に身をおいて経験したことは、その後の私の研究に
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とって大きな資産となったし、私はまたその資産を生かして研究したいと

思っていた。

「ニューメディア」の登場までは、プラウン管に映るものと言えば、地上

波テレビだけで、それが「テレビ研究」ということであったが、 1980年頃か

ら「ニューメディア」が登場するにつれ、私の研究も幅を広げて行くことに

なった。ブラウン管がテレコミュニケーションとつながっていくと、それも

研究対象のうちに含んでゆかざるをえなくなり、私の研究も「放送と通信」

のメディア研究へと傾いて行った。

新しいメディアは、それなりに新しいコミュニケーションの様式を生み出

す。多様なメディアの氾濫は、また多様なコミュニケーションを生み出し、

それらは「社会と個人」を巻き込んで「高度な情報化社会」を作り出す。私

の関心も、いきおいこの先にどんな社会が到来するのかという問題へと発展

して行った。

アカデミズムの普遍性を求める「専門の論理」は、それ自体が「独自の位

相」をもっており、また矛盾に満ちて絶えず動いて止まない現実には「現実

の論理」がはたらいているが、両者が乖離してしまっては研究の意味がなく

なる。私はいつも論文を書き著書を出版するとき、現場の人々にも読んで欲

しいという願いをもっていた。

本書は、これまでに私が書いてきた論文を整理して、研究者・学生のみな

らず現場の方々の参考に供することができればと思って編んだものである。

私自身の着想が生きているものを基準として選択した。何か参考になるとこ

ろがあれば望外の喜びである。

第1章から第3章までは、「コミュニケーション」と「メディア」を研究

するに当たっての私の基本的考え方についての論文を収録し、同時にテレビ

からニューメディアの発展に至る歴史をまとめている。

第4章と第5章では、テレビに関する論文を収録した。テレビというメ

ディアをどのようにとらえるか、どんな社会的コミュニケーションを担うメ

ディアと考えるか、といった問題から「テレビ上の現実」をどのような現実

と考えるか、さらにはテレビを「体験する」ことの意味、テレビが生み出す

文化的現象に関する論文を収録した。
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第6章から第9章までは、ニューメディアの発展による「テレコム社会」

の到来が告げられるようになって以来の論文を収録している。ニューメディ

アの中でもケーブルテレビに焦点をあて、特にその先進国であったアメリカ

のケーブルテレビを取り上げている。第7章の「アメリカのケーブルネット

ワーク」は、その研究を続けて一冊の書籍にまとめようと取りかかったが、

果たせずに終わったものである。

第10章は、 2003年 1月14日（火）に関西大学総合情報学部で行なった私の

「最終講義」の講義内容をまとめたものである。

メディアの変遷はまことに目まぐるしく、事実やデータは、論文執筆時点

のままになっている。その時点での記録として一定の意味があると思うが、

そのままの点はご勘弁をいただき、内容の趣旨を読み取っていただければ幸

いである。

論文の初出は、巻末にまとめて表示した。本書をまとめるに当たって、で

きるだけ初出の状態を保つように努めたが、重複部分もあり、抜粋や若干の

補筆をしたことをお断りしておきたい。

テレビ局勤務の時代から関西大学を退職するまでの間を思い返すと、私は

どれだけ多くの学兄のお世話になってきたかを思わずにはおれない。ここに

収録した論文も、そうした人々の指導や励まし、支えがあって書かれたもの

であり、関係者の方々に厚く御礼を申し上げる。また、これまで背後で私を

支えてきてくれた妻の陸美にも感謝の意を表したいと思う。

このような形で本書を刊行できるのは、関西大学の出版助成のおかげであ

り、記して感謝の意を表する次第である。

平成 16年 2月

著者
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